
※記入内容の見落とし防止のため、赤色のボールペンで記入をお願いします。

※申請書は、来院時に受付へご提出ください。会計時のお預かりはできません。

申請日：２０ 年 月 日

助成金「生殖補助医療専用」申請書

申請は… ①妊娠判定日

②採卵したが胚移植できる胚がないとわかった日
以降に提出ができます。

③やむを得ず、不妊治療を終えた日

妻 診察券番号: 妻 氏名：

〈申請における注意事項〉

◎下記の内容を確認し、 をつけてください。

□ 制度は、提出先により異なります。ご自身がどれに該当するか、申請条件（年齢・回数制限）等必ずご自身で確認をしてから、

当院に申請をしてください。当院からお一人ずつ説明はできません。

□ 提出先により、制度の変更が不定期にありますのでご注意ください。ご不明な点は提出先に確認してください。

□ 証明書の提出回数はご自身で把握してください。当院では把握できません。

□ 申請書1枚で申請できるのは1回の治療分です。

□ 申請書1枚につき証明書が1枚必要です。

□ 申請内容に がない項目は、実施していても記入できません。

□ 実施していない項目に があるものも記入できません。

□ 申請後に証明書が不要となった場合でも書類代の返金はできません。

□ 申請後に申請内容の変更は一切できません。

□ 完成した証明書の受け取り後（郵送の場合はポスト投函後）の記入内容の修正はできません。

□ 申請書1枚につき、書類代として3,300円(税込)かかります。

〈受け取り方法〉

◎書類の作成には、申請日より2～4週間かかります。受け取り方法は来院または郵送からお選びいただけます。

作成完了日の日付指定は可能ですが、別途料金がかかります。(2,200円(税込))

希望方法に をつけてください。

【受け取り方法】

□ 来院（診療時間内にご来院ください。）

※変更不可

□ 郵送（お届け先を記入したレターパックをご持参ください。）

【作成期間】

□ 2～4週間

※変更不可

□ ７営業日以降の日付指定 （別途2,200円） 作成完了希望日 ：20 年 月 日

〈申請内容〉

◎申請希望の項目に をつけて、実施日を記入してください。

□ 採卵に関する申請項目
採卵術実施日 20   年 月 日

□ 胚移植に関する申請項目
胚移植術実施日 20   年 月 日

□ 採卵・胚移植に付随する先進医療に関する申請項目

【先進医療技術名(申請技術名)】 【実施日①】 【実施日②】

□ 子宮内膜受容能検査1（ERA) 実施日：20  年 月 日 実施日：20 年 月 日

□ 子宮内細菌叢検査1（EMMA/ALICE) 実施日：20  年 月 日 実施日：20 年 月 日

□ 子宮内細菌叢検査2（子宮内フローラ検査） 実施日：20  年 月 日 実施日：20  年 月 日
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1 〈記入・提出について〉

・記入項目が多いため、黒で記入されると、見落とし等が発生する可能性があります。必ず赤色のボール
ペンをご使用ください。

・必ず受付時に提出してください。申請日に書類代を頂戴いたします。そのため、会計時にお預かりする
ことはできません。

・申請のみで来院する場合にも必ず予約が必要です。＠ｌｉｎｋ「書類」→「申請」で予約のうえ来院してください。

・申請日はクリニックに申請書を持参する日付を記入してください。

2 〈申請について〉

・証明書の記入は１回の治療が終了した後に申請できます。治療の途中では申請することができません。
１回の治療については、提出先の資料にて確認してください。

当院に申請できる具体的なタイミングは以下の①～③です。

・①の『妊娠判定日』とは、胚移植後の妊娠判定日以降のことです。胚移植日には申請できません。

例）５月１日に胚移植を実施。５月１０日に妊娠判定で受診。

→５月１０日の受付時、もしくはそれ以降の受診時に申請可

 ・②の『採卵したが胚移植できる胚がないとわかった日』とは、
・採卵したが卵子が採れなかった
・受精できなかった
・移植・凍結できる胚が得られなかった
・採卵・胚凍結を行い融解胚移植の準備を行ったが、 胚が変性し胚移植できなかった

と説明を受けた日です。

例1）２月1日に採卵を実施し全胚凍結予定。２月8日に「今回の採卵で凍結できる胚はなかった」と説明を受けた。
→２月9日以降に来院された受付時に申請可。
※受付時に申請が原則のため、２月8日には申請できません。

例2）9月に採卵を実施し１個胚凍結を行った。１０月に融解胚移植を行う為の診察をして１０月15日に胚移植を予定したが、
移植日当日に「融解した胚が変性をしてしまい胚移植は実施不可と説明を受けた。
→１０月16日以降の来院された受付時に申請
※受付時に申請が原則のため、10月15日には申請できません。

・③の『やむを得ず、不妊治療を終えた日』とは、凍結胚はあるが不妊治療を終了すると決めた日です。
例）４月１日に採卵を実施、２個胚凍結をした。その後体調不良がつづき、8月１日に凍結してある胚は移植せずに不妊治療を終了することとした。

→８月１日以降に来院し申請。



3 〈注意事項〉

・①～⑪のチェックが1つでもない場合は申請できません。

・助成金の制度は各自治体および企業等提出先により大きく異なります。

‣ご自身の治療内容が助成対象であるか

‣助成を受けられる回数

‣提出期限

‣制度の変更

等については、ご自身で確認をしてください。上記について当院で確認及びご説明はできません。
また、申請後に助成対象外と判明した場合でも書類代の返金はできません。

①②③

・1枚の申請書で申請できる治療は１回分です。また、申請書１枚につき１枚の証明書が必要となります。
（証明書とは自治体・企業の記入用紙のことです）
そのため、２回以上の治療を実施され、それらをまとめて申請したい場合は、治療回数分の申請用紙と
証明書を用意してください。

⑤④

・診療上実施していても申請書の がない、また診療上実施していないにもかかわらず申請書に があるものに
ついては記入することができません。

⑥ ⑦

・「先日申請したが、以前も同じ内容で申請していたので申請を取り消したい」「申請したが改めて確認
したら助成対象外だった」等、証明書の作成が不要になった場合でも、書類代の返金はできません。

⑧

・申請された内容についての変更は一切できません。申請後に、記入間違いや不備に気がついた際には
改めて申請を行ってください。また、その際は書類代も改めてかかります。

⑨

・完成した証明書を患者様が受け取られた後、もしくはポスト投函後の記入内容の修正はできません。
修正希望の場合は改めて申請書を提出してください。また、その際には改めて書類代がかかります。

・申請書1枚につき3,300円（税込）の書類代がかかります。書類代は高額医療制度の対象外です。
一度に2枚の申請書を提出される場合、２枚分の書類代がかかります。

⑩

⑪

〈受け取り方法〉4

・書類が完成し、お渡しできる目安は申請日より２～4週間です。
別途料金にて、作成完了日を日付指定しての作成が可能です。（受け取り日の日付指定はできません）

・申請後の受け取り方法の変更はできません。

・申請後に作成完了日の指定はできません。お急ぎで作成希望の方は、必ず作成完了日の日付指定を
選択・記入しておいてください。



① ・「来院」「郵送」のどちらかの方法でお渡しとなります。

・郵送ご希望の場合は、ご自身でレターパックを用意していただき「お届け先」を記入した状態で申請書と
一緒に提出してください。また、お問い合わせ番号が必要な方は、ご自身で控えをとっておいてください。

・書類が完成したら＠linkより「書類完成しました」メールをお送りします。お電話等で作成の進行状況はお答え
できません。申請日から４週間経ってもメールが届かない場合は当院にお問い合わせください。

・来院で受け取りの場合、診察で来院される方はメール受信後、次の診察の会計時にお渡しいたします。
受け取りのみで来院される方はメール受信後に、＠ｌｉｎｋ「書類」→「受け取り」で予約をお取りいただき
ご来院ください。

② ・作成完了日の指定は、申請日を含めた７営業日以降で可能です。
また来院にて受け取りの場合、申請日を含めた８営業日以降にお受け取りいただけます。

例） ８月15日（金）に申請した場合

→作成完了日の指定は８月２２日（金）以降に可能。
８月23日（土）に指定した場合、受け取りは８月２５日（月）以降となる。

・作成完了日を指定し、郵送での受け取りを希望された場合、申請日を含めた８営業日以降にポスト投函いた
します。配送状況はお問い合わせ番号でご確認ください。

・指定された作成完了日より前に書類が完成した場合は、完成した時点で＠linkより「書類完成しました」
メールをお送りします。メール受信後に、指定された方法で受け取り可能です。

例） ８月15日（金）に申請し、作成完了日を８月２３日（土）に指定したが「書類完成しました」メールが８月20日（水）に

 届いた。
→８月20日（水）のメール受信後以降に受け取り可。

5

・書類に記入を希望する診療内容に をつけて、その実施日を記入してください。
実施日はそれを行った日です。実施日が不明の場合は領収書で確認してください。
領収書を紛失した場合は再発行できますが、別途料金がかかります。

で①に当てはまる方は以下のどれかになります。

‣ Ⓐ ＋ Ⓑ

‣ Ⓑのみ

‣ Ⓐ ＋ Ⓑ ＋ Ⓒ

‣ Ⓑ ＋ Ⓒ

で②と③に当てはまる方は以下のどちらかになります。

‣ Ⓐ のみ

‣ Ⓐ ＋ Ⓒ

2

2

※

※

※

※については、次の②の説明文に詳細があります。ご確認ください。

〈申請内容〉



・ ERA・EMMA/ALICE・フローラは、それら単独では助成対象となりません。
必ず、採卵もしくは胚移植と合わせての申請となります。ただし、やむを得ず治療を終える場合に限り単独でも
助成対象となります。
これらは当院の規定ではなく、各自治体の申請事項に基づいています。ご不明点は各自治体にお問い合わせ
ください。

例）・凍結胚１個あり。２月にERA検査を実施して、４月に胚移植を行った。

→２月のERAと４月の胚移植を合わせて助成対象となる。 （ Ⓒ ＋ Ⓑ）

・凍結胚なし。６月にERA・フローラ検査を実施した。その後１０月に採卵を行い全胚凍結で３個凍結。
１１月に胚移植を行った。

→６月のERA・フローラと１０月の採卵、1１月の胚移植を合わせて助成対象となる。

（ Ⓒ ＋ Ⓐ ＋ Ⓑ ）

・凍結胚なし。１2月にERA・EMMA/ALICE検査を実施した。１月に採卵を行ったが凍結胚が得られな
かった。

→１２月のERA・EMMA/ALICEと１月の採卵を合わせて助成対象となる。 （ Ⓒ ＋ Ⓐ ）

・採卵・胚移植に付随する先進医療に関する申請項目（Ⓒ）については提出先により、制度が大きく異なります。
各自治体についての注意事項について以下に記載しますが、企業等が提出先の場合は大きく相違がある
ことがあります。必ずご自身でご確認ください。

②

『自治体における注意事項』

・ ERA・EMMA/ALICE・フローラは、生殖補助医療（いわゆる体外受精）による治療を行っている方のみ
助成金の対象となります。一般不妊治療（検査・タイミング・人工授精）を行っている方は助成金対象外です。
また、以前に生殖補助医療を行っていても、 ERA・EMMA/ALICE・フローラの実施時に一般不妊治療中の
方も対象外となります。

・ERA・EMMA/ALICE・フローラを１回実施した方は、実施日①に実施日を記入してください。
２回以上実施した方は、１回目を①に２回目を②に記入してください。



※記入内容の見落とし防止のため、赤色のボールペンで記入をお願いします。

※申請書は、来院時に受付へご提出ください。会計時のお預かりはできません。

申請日：２０ 年 月 日

助成金「生殖補助医療専用」申請書

申請は… ①妊娠判定日

②採卵したが胚移植できる胚がないとわかった日 以降に提出ができます。

③やむを得ず、不妊治療を終えた日

妻 診察券番号: 妻 氏名：

〈申請における注意事項〉

◎下記の内容を確認し、 をつけてください。

□ 制度は、提出先により異なります。ご自身がどれに該当するか、申請条件（年齢・回数制限）等必ずご自身で確認をしてから、

当院に申請をしてください。当院からお一人ずつ説明はできません。

□ 提出先により、制度の変更が不定期にありますのでご注意ください。ご不明な点は提出先に確認してください。

□ 証明書の提出回数はご自身で把握してください。当院では、状況は把握できません。

□ 申請書1枚で申請できるのは1回の治療分です。

□ 申請書1枚につき証明書が1枚必要です。

□ 申請内容に がない項目は、実施していても記入できません。

□ 実施していない項目に があるものも記入できません。

□ 申請後に証明書が不要となった場合でも書類代の返金はできません。

□ 申請後に申請内容の変更は一切できません。

□ 完成した診断書の受け取り後(郵送の場合はポスト投函後)の記入内容の修正はできません。

□ 申請書1枚につき、書類代として3,300円(税込)かかります。

〈受け取り方法〉

◎書類の作成には、申請日より2～4週間かかります。受け取り方法は来院または郵送からお選びいただけます。

作成完了日の日付指定は可能ですが、別途料金がかかります。(2,200円(税込))

希望方法に をつけてください。

【受け取り方法】
□ 来院（診療時間内にご来院ください。）

※変更不可
□ 郵送(お届け先を記入したレターパックをご持参ください。)

【作成期間】
□ 2～4週間

※変更不可
□ 7営業日以降の日付指定（別途2,200円(税込)) 作成完了希望日：20 年 月 日

〈申請内容〉

◎申請希望の項目に をつけて実施日を記入してください。

□ 採卵に関する申請項目 採卵術実施日 20   年   月  日

□ 胚移植に関する申請項目 胚移植術実施日 20   年   月  日

□ 採卵・胚移植に付随する先進医療に関する申請項目

【先進医療技術名(申請技術名)】 【実施日①】 【実施日②】

□ 子宮内膜受容能検査1（ERA) 実施日：20   年   月    日 実施日：20   年   月    日

□ 子宮内細菌叢検査1（EMMA/ALICE) 実施日：20   年   月    日 実施日：20   年   月    日

□ 子宮内細菌叢検査2（子宮内フローラ検査） 実施日：20   年   月    日 実施日：20   年   月    日

※スタッフ記入欄

申請日・確認者 作成日・作成者 確認日・確認者 再確認日・再確認者 お渡し日または郵送日・確認者
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